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は じ め に

わが貝塚市は、北に波静かな大阪湾、南に緑豊かな和泉山脈 とに接 し、恵 まれた自然環境を有

す る地域であ ります。市内各所 には様 々な遺跡が存在 します。

これ らは貴重な歴史的 ・文化的遺産であり、後世 に伝えるために保護を講 じることは、碗在 に

生 きる私たちに与 え られた義務であります。 しか し、近年の都市化の波によ る各種開発はこれ ら

を碑壊φ危機にさらしています。

今回報告いた します調査 もこうした開発行為 に伴 う緊急調査ではありますが、幾多の成果を得

ることがで きましたので、 ここに平成9年 度中に実施 しま した市内埋蔵文化財緊急発掘調査結果

の一部を報告いた します。

本書刊行にあた りまして、皆様の文化財に対するご理解を深めて頂 くとともに、文化財の保護、

保存、研究の一助 となれば幸 いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成 にあた り、関係者各位には多大な ご理解、 ご協力を頂き、末筆では

あ りますが ここに深 く感謝の意を表 します。

平成10年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 豆 彦



例 口

1,本 書 は、貝塚市教育委員会が平成9年 度に国庫補助金を受けて実施 した、大阪府貝塚市域 に

おける埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。

なお、遺物整理の都合か ら一部平成8年 度調査について も掲載 している。

2,発 掘調査は貝塚市教育委員会教育部社会教育課文化財係、学芸員前川浩一、三浦 基、上野

裕子、木嶋崇晴が担 当 し、平成9年4月1日 よ り調査を実施 し、平成10年3月31日 に終 了 し

た。

また、現地 ・内業調査及び本書作成にかか る諸作業にっいて は、下記の諸氏の参加を得て実

施 した。

稲 田広美 川畑乃文 幸崎美江 田申明美 米子千智

3,執 筆 は目次 に示 した とお り、三浦 基(∬ 、V)、 上野裕子(1)、 木嶋崇晴(IV)、 前

川浩一(皿)が 行い、編集 は前川が行 った。

4,遺 物写真撮影 は米子千智が行 った。

5,出 土遺物、調査記録 は貝塚 市教育委員会にて保管 している。

6,遺 物整理 にあたっては、関西近世考古学研究会諸氏 より多大 なご教示を得た。記 して感謝の

意を表す。
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1貝 塚 寺 内町遺跡(96-60JN)の 調 査

1.位 置 と環境.(図1)

調査を行 ったのは貝塚寺内町の南端部にあた る部分で、近木地内である。寺内町の中心寺院で

ある願泉寺は、調査地か ら約300m北 に位置 してい る。調査地の南側 には町の境界を画す濠が

あったとされ、調査地の西側約200mで 行 った調査ではその一部を検 出 している。また、調査

地一帯 は 「願泉寺お庭焼」を焼いた窯跡であると推定され、付近の調査で は薄手の陶器片が大量

に出土す る場合が多 い。地元の人の話によれば このあた りには陶器の倉庫が立 っていた との こと

である0さ らに南には新地と呼ばれる大聯 代の花街が広がる0こ こは南灘 鉄貝塚駅新設が誘

因 とな り、明治44年 、駅に近い黒土地を開発 してできた街である。今 も残 る古い街並みが往時の

様子を忍 ばせてい る。

2.調 査 の概要(図2)、

本調査 は、工事中に多量の遺物が出土 した との報を受 け、急遽行 った立会調査である。調査マ

ー ク地点 の道路中央部 に、幅約1m、 距離約15mの 管埋設用 トレンチが開けられており、そこで

遺物の収集及び断面の記録をお こな った。調査地 は、約0.3mの アス ファル トを取 り除 くと、す

ぐに灰 白色極細砂及び淡灰黄色細砂の地山面に達する。遺構 は、 トレンチ東側より約6mの 地点

か ら青灰 色粘質土等を埋土 とした落ち込みがみ られ る。落ち込みは トレンチより更に西側 に及ぶ

と思われたが、.俵 目行 った調査では確認 されず、幅約2m程 の ものであったと考え られ る。深 さ

図2貝 塚寺内町遺跡調査地位置図
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L=K.B.M十 〇.4m

「

1:淡 灰色粘質土6:黄 褐色炭混砂質土(陶 磁器大量に含む)

1覊ll畫讐鱒 噸 糴難叢1脚　 恥
図3,貝 塚寺内町遺跡調 査区配置図
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器 種 口 縁 つ ま み' 体 部 釉 薬 文 様 型 式1 未製品 図版番号
土瓶蓋 1落 蓋 立上げ垂直 aっ まみ上げ " A灰 釉 1無 文様 i 2-5

II落 蓋 立上げ斜め
蟹

bハ スに亀 2草 花文 2 2-1

C無 釉 1無 文様

一

3

4c丸 A灰 釉 2-2
F

皿 返りあり d宝 珠 2草 花文 5 2-3.4

C無 釉 1無 文 様 一 s

土 瓶 1受 け部あり

1

a沈 線 A灰 釉 1無 文様 7 2-10

2草 花文 8

cな し 1無 文様 9 2-9

2章 花文 io あり 2-6.7

皿 受け部なし a沈 線 A灰 釉 2草 花文. 11

12cな し あり

B斑 点状 1無 文様 13 2-8

bト ビガンナ A灰 釉 1無 文様 14.

行平蓋 1山 型 返りあり

一

輪状削りだし a沈 線 D内 外灰釉 3白 泥いっちん 15 あ り 3-13

bト ビガ ンナ A外/鉄 釉

内/灰 釉 3白 泥いっちん 16 あ り 3-12

B外/無 釉

,内/灰 釉

i無 文様 17

D内 外灰釉 3白 泥で装飾 18 3-11

cな し A外/鉄 釉 i無 文様 is

D内/灰 釉 1無 文様 20

D内 外灰釉 3白 泥で装飾 21

巫 山型 返りなし 宝珠 D内 外灰釉 22 あり 3-14

行 平 1受 け部あり bト ビガンナ A外/鉄 釉

内/灰 釉

1無 文様 23

B外/無 釉

内/灰 釉

i無 文様 24

C内 外無釉 1無 文様 25

cな し C内 外無釉 3白 泥で装飾 26

D内 外灰釉 1無 文様 27

3白 泥で装飾 28

鉢 一 1外 反 A灰 釉 i無 文様 29 4-19

2銅 緑釉流し掛け 30

3鉄 釉流し掛け 31

4内 面に鉄釉で草 32

皿 折り返し 沈線 1無 文様 33

34皿 折 り返し

IV玉 縁状 2銅 緑釉流し掛け 35

V直 立 1無 文様 36

37

38

39

VI片 口 あり

w向 付 4-21

皿 植木鉢

表1貝 塚寺内町遺跡出土 和泉音羽焼分類組合せ

は部分的な確認にとどまったが、約1.5mで あ る。落ち込みの最下層 には焼土が堆積 してお り、

遺物 はすべて ここより出土 した。

3.出 土遺物(図 版2～6)

調査区か らは多量の近世陶磁器類が出土 しているが、そのほとん どが薄手の灰釉陶器類 と窯道

具類で 占め られ る。出土 した陶器類 は土瓶、行平鍋、鉢 、灯明具が大多数を占め、未製品 も出土

して いる。窯道 具類は トチ ン、サヤ、棚板の他、窯壁 も出土 している。陶器類は 「和泉音羽焼」
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に形状等が酷似 し、未製品、窯道具等の出土により、これが幕末～明治にかけて貝塚 において焼

かれていた と伝承 され る陶器であ ることは想像 に難 くない。

陶器類 は破片が多 く、全体を把握で きる資料 は少ない。 しか し形状 や文様等によって、い くっ

かの分類が可能であ る。そ こで口縁部及び体部 の形状 によって分類を行い(1～)、 更に体部の

施文方法(a～)、 釉の種類'(A～)、 文様(1～)に よって細分類を行なった。分類型式 にっ

いては、別表 に掲 げているので参照いただきたい。

以上の分類をふまえて各器種 の組み合わせを考えてみたい。土瓶 と蓋の組み合わせは、土瓶1

類が蓋1、II類 と、土瓶 ∬類が蓋皿類 とセ ッ トになると考え られ る。具体的には1の 蓋 に7と9

の土瓶、2の 蓋 に8と10の 土瓶、5の 蓋に11と12の 土瓶、6の 蓋に14の 土瓶が照合す る。4は 他

より小型にな り、3の 無釉の蓋同様にセ ット関係 にあたるものは見あた らなか った。

行平 と蓋の組み合わせは16と19の 蓋に23の 行平、17の 蓋に24の 行平、20の 蓋に27の 行平、15と

21の 蓋に28の 行平のセ ッ トが考え られる。他のセ ッ ト関係につ いては残念なが ら不 明である。

4.ま と め

今回の調査は立会調査にもかかわ らず、多 くの成果を得 ることがで きた。遺構にっいて は、面

的な調査がで きず、性格を把握す ることはa.し い。 しか し、辺 りが古 くか ら窯跡 と伝承 されてい

ること、実際に陶器の倉庫が建 っていたとの証言、未製品、窯道具 などの出土、 さらに出土 した

層が焼土層であったことなどか ら、近辺で陶器を焼 いていた ことは確実であ る。可能性 としては

落 ち込みを埋 める際に、製作 に伴 う土を持 って きたものと思われ る。

遺物 に関 しては、工事中に発見され、ほとん どが機械 による掘削であ ったため、今回分類 した

ものが全ての型式を網羅 しているとは言 い難 い。破片が多か ったため、体部、底部 の形態 にっ い

ての分類 も行えなかった。また、胎土、 トビガ ンナの施文方法な どか らも細分が可能であり、実

際の型式 はもっと多様な ものであ った と思われ る。

補足 として、今回出土 した陶器類 は、胎土 の色 と質によって大まかに3種 類の分類が可能であ

る。1.灰 色を呈 し、磁器質の もの、2.薄 黄色を呈 し、軟質の もの、3.暗 灰色で磁器質の も

のである。 この うち1類 にっいては、今回 も含め、周辺で出土す るほとん どを占め、 これが 「和

泉音羽焼」で あることは間違いない。2、3類 にっいて は1類 に比べて数 も少な く、 ここで作 っ

ていた もの とは考えに くいため、他の産地の ものである可能性が高 い。他産地の類似品が混 じっ

ている理由にっいては、何通 りかの可能性が考え られるが、 ここに一つの可能性を提示 しておき

たい。 この時代には、全国的に同 じよ うな陶器が作 られている。その中で京都、伊賀 ・信楽、瀬

戸 などが代表的な産地であ り、 これ らの製品をまねて全国的 に類似 した陶器が作 られ るようにな

ったもの と思われ る。貝塚 も他 にもれず、他産地の製品を模倣 していたと思われ、製作所にはい

くつかの参考品が置かれていたのではないだろ うか。 もちろん これは一つの仮定であ り、他の可

能性 も充分考え られる。今後 は調査地だけでな く、今まで調査で出土 した製品や これか らの調査

成果 も含め充分検討 してい く必要が あると考え られる。
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豆 沢 老 ノ'塚遺 跡(97-1SO)の 調 査

1.位 置 と環境(図4)

沢老 ノ塚遺跡 は市内西北部を流れ る見出川右岸の段丘上 に位置す る中世の集落跡で、本開発り

試掘調査 によって発見 し、周知の遺跡 として登録 した遺跡であ る。

周辺の遺跡は中世のものが多 く北側 に集落跡 である沢西遺跡、東側に隣接 して集落跡である澱

池遺跡、窪 田遺跡 ・窪 田廃寺、北東方向に城郭 、集落跡である沢城跡などが存在 している。西側

の海岸部 に沿 って紀州街道が通 り、また東側には熊野街道が通 ってお り本調査地域は2つ の街道

に挟 まれ、街道 に沿 って集落が拡大 している反面、中間部は耕作地 と しての様相が験い。試掘調

査によるデー タの蓄積が主であ り面的な調査は少 ない地域であ る。

2.調 査 の概要(図5)

開発地 は貝塚市沢86-1の 一部他5筆 で開発計画 にもとづ き、調査面積 は約23㎡ 、1.5×15

mの 調査 区を設定 して試掘調査を実施 した。出土遺物 は土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器などの

中世の ものを中心 として出土 した。結果、開発 によって破壊を受 ける部分(浄 化槽部分)約60㎡

の調査区を設定 し、再度調査を実施 した。基本層序は調査区内では、5層 の土層を確認 した。上

か ら順に耕作土(層 厚約20cm)、 灰黄色土(耕 作土 と下層 と混 じる)(層 厚約15cm)、 黄灰色土

(層厚約8cm)、 黄灰色粘質土(層 厚約8cm)、 暗灰黄色粘質土(層 厚約5cm)と なる。その下

層は黄色土の地 山である。灰黄色土以下が遺物包含層である。

図4.沢 老 ノ塚遺跡調査地位置図
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3.検 出遺構(図5、 図版7、8)一

遺構検出は地山王面で行い、溝1条 、柱穴6、 鋤溝多数を検 出 じた。出土遺物の状況は柱穴内

か らは土師器や瓦器椀の細片が ほとんどで、唯一Pit-105か ら須恵器坏蓋が 出土 している

のみである。

SD=100

本遺構は調査区南東部 にて検出 した溝である。調査区外に走 るため全体の規模は不明であ るが、

▲

OtOm
一

図5沢 老ノ塚遺跡遺構配置図
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奪謝a騨 郷 恥郷 埋゚土1ま暗騨 覃土で出土脚 鱗'瓦 器片が出土し

Pit-100

本遺構 は調査区東部にて検出 した柱穴である。 直径約0.3mを 測 る。埋土 は暗r黄 色粘質土で

ある。

Pit-10.1

本遺構は調査区中央部にて検出 した柱穴である。直径約0.2mを 測 る。埋土 は暗灰黄色粘質土

である。

Pit-102

本遺構は調査区中央部南側にて検出 した柱穴である。直径約0.3mを 測 る。柱穴を切 って掘削

している。埋土 は暗灰黄色粘質土である。

Pit-103

本遺構 は調査区西部にて検 出 した柱穴である。直径約0.3mを 測 る。埋土 は暗灰黄色粘質土で

ある。

Pit-104

本遺構 は調査区中央部にて検出 した柱穴である。直径約0.25mを 測 る。埋土 は暗灰黄色粘質土

であ る。

Pit-105

本遺構は調査区中央部北側 にて検出 した柱穴である。長軸約0.8m、 短軸0 .6m、 深 さは約0.5

mを 測 る。埋土は黄灰色粘質土であ る。遺物は須恵器の坏蓋が出土 した。 出土 した須恵器坏蓋は

完形ではな く破片が欠失 してお り、柱穴内で も大 きな破片 と して3片 に分かれ る。
.時 期は7世 紀

前半の ころの もの と考え られ る。柱穴の埋土が異なるのは本遺構のみであ り、他の柱穴に比べて

古 い遺構であ ると考え られ る。関連す る柱穴は調査区外 に広が ると推定され る。

鋤溝

鋤溝 は南北 ・東西方向の2種 類を多数検出 した。深 さはそれぞれ2～3cmと 浅 く、埋土はとも

に暗灰黄色粘質土である。

4.ま と め

調査地 は試掘の成果 とあわせて、おおむね耕作地 として利用 されていた ことがわか った。遺物

包含層か ら出土す る遺物 は瓦器椀、土師器小皿、瓦質 こね鉢、瓦質羽釜な どを中心 に出土 してお

り口縁部玉縁を呈する白磁椀 なども出土 している。出土遺物の時期 は13世 紀～14世 紀代後半の時

期の遺物が多 く出土 してお り、地山上面 の遺構の時期 もこのころのものであると考え られる。 し

か し、 さ らに古い時期の様相、例えばPit-105の 時期7世 紀後半にどのよ うな建物が建ち、

どのよ うに利用 していたかにっいてはデータに乏 しい現状であ る。

沢老 ノ塚遺跡の調査は、まだ始 まったばか りであ る。今後の調査資料の増加 と周辺部の調査成

果 とあわせての検討が必要 である。
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皿 貝塚寺 内町遺跡(97-8JN)の 調 査

1.位 置 と環境(図6)

貝塚寺内町遺跡は貝塚市北部の大阪湾 に面 し、砂堆部か ら中位段丘端部にかけての海抜2～g

mを 測 る地点に位置す る。北側 は北境川、南側 は清水川、東側 は南海本線までの部分がその範囲

である。北東～南西約800m、 南東～北西約550mを 測 る。

寺内の中心寺院は願泉寺であ り、近世 には願泉寺住職 「卜半」が寺内地頭 と して、絶大な支配

力を誇 った。その歴史的な変遷 については、文献史料か らの分析が早 くか ら成 されているが、近

年、新たな調査分析 により様々な新事実が指摘 されてい る。文献史料 による歴史、新たな指摘 に

っいて は昨年の調査報告第40集 、今年度調査報告第43集 にてま とめたので今 回は割愛する。

今回の調査地は寺内中心寺院である願泉寺本堂北側、庫裡増改築 に伴 う発掘調査であ る。貝塚

市中846で あ る。

2.調 査の概要(図 版9、10)

建設計画に もとづ き、建設予定地内南東部に、東西方向(2×3.5m)、 南北方向(1.8×5m)

の調査区2ケ 所設定 し、前者を第1区 、後者を第2区 と して調査を実施 した。

調査区の層序は14層 に分別で きる .〔図7)。 各層の層厚が薄 く、出土遺物 も少ないため確定で

きないが、第1区 では1～11層 が、第2区 で は1～7層 が幕末頃の整地層、遺構 と見 られる6そ

の下 に、 自然堆積 に類似する土層が堆積す る。第1区 では12～14層 が それにあた り、汚れの ほと

図6貝 塚寺内町遺跡調査地位置図
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第1区 第2区

1.tOYR6/2灰 黄 褐 色 シル ト質 土1 .7.5Y6/1灰 色 シル ト質 土

2.5Y4/2灰 色 シル ト質 土2 .5Y7/6黄 色粘土

3.5Y2/1黒 色 シル ト質 土3 .7.5YR6/3に ぶ い褐 色 土(炭 含 む)

4.1と 同 じ4 .5Y7/2灰 白色 細 砂

5.2.5Y6/4に ぶ い黄 色 土5 .3と 同 じ

6.1と 同 じ6 .2.5Y6/3に ぶ い黄 色細 砂(同 色粘土 混)

7.1と 同 じ7 .2.5Y5/2暗 灰 色 土 シル ト質 土(焼 土、 瓦 含む)

1:嬲 鰹 鰲 誌,砂1:2.5Y5/1鸛 轡(同 色・ルト混)
10.10YR3/3暗 褐 色細 砂1¢2 .5Y6/2灰 黄色 細 砂

1i.9と 同 じ11 .,0と 同 じ

驪1;軈1熱12.2.5Y6/313.10YR4/214.2.5Y7/4曩 鑼 韈 鮮 鋼
(同色粘土混)

図7貝 塚寺内町遺跡調査区配置図



ん どない細砂、 シル トを主体 とす る。第2区 では8～14層 がそれにあた り、13層 までが細砂、シ

ル トであ り、14層 が粘土である。第2区13層 か ら土師器微細片が1点 出土 した ものの、他 は出土

していない。地山は第1区 が オ リーブ褐色礫混粘土、第2区 が黄色粘土であ り、地 山上面 は両区

とも海抜約8mを 測 り、比高 は無い。

第1区12～14層 、第2区8～14層 の性格であるが、土層 の締まりの弱さ、汚れの少なさ、砂、

シル トを主体 とす ることか ら見るとこれ らの層を 自然堆積層=洪 水層 とす ることが自然である。

しか し、堆積の厚さが薄いこと、段丘上での周辺調査で は確認で きない ことか ら見ると、人工の

整地層 という判断がで きる。朱報告の ものであるが、本堂南西側の会館建設工事に伴 う調査で は、

調査区南半において、地 山を掘 り込んだ状況での砂層堆積を確認 してお り、その範囲は明確で は

ないものの、願泉寺境内には砂等による整地層が広が っていると見 られる。 これ らの層か らはほ

とん ど遺物 は出土 しないため、整地 された時期 は不明だが、現状で判明 している最 も大 きな工事

は現本堂の建設、寛文3年(1663)で あ り、 この時期が有力である。

,遺構 として平面的にとらえた ものは少ない。第1区 において4層 までを掘削 した状況 にて、旧

建物基礎を検出 した。和泉砂岩河原石 を3個 な らべた ものであ り、石の直径約0.25mを 測る。第

2区 では平面で は確認できなかったが、断面5層 が土坑 と見 られ る。

なお、発掘調査で は遺構等 にっいて明確ではないので、調査区北側の新築庫裡基礎掘削工事に

つ いて も立会調査を実施 した。建設工事の掘削深度 は0.2～0.4mで ある。断面観察 の結果、 こ

の部分 に も幕末以降の整地層 を確認 した。ただ、それ以 下の状況は掘削が及ばないため不明であ

る。遺物 は瓦を中心 と して、陶磁器、土師器皿が出土 した。また、調査区にて確認 した礎石 と同

様の河原石が出土 した ものの元位置を保 ってお らず、建物等の状況 は不明で ある。

以下、立会調査出土遺物を含め、遺物 につ いて概要を示す。

3.出 土遺物(図 版11、12)

発掘調査にて出土 した遺物 は少量であ り、 また、そのほ とんどが上層の幕末以降の整地層か ら

の ものであ る。立会調査 においては、瓦を中心 として 出土 したが遺物の纏ま りはな く、遺物の位

置付けは困難 な状況である。

32は 青磁鉢であ り、復元口径約15cmを 測 る。見込み に花紋を施す。33は 磁器染付盟である。復

元 口径約15cmを 測 る。見込みに馬文を施す。蛇の 目釉剥高台であ る。32、33共 に第2区 第1層 出

土であ り、肥前系の製品と見 られ る。

34は 陶器小鉢である。削出 し高台であ り、その部分 は無釉であ る。和泉音羽焼である。35は 土

師器小皿である。精良な胎土 であ り、復元口径約7cmを 測 る。34、35共 に第1区 第3層 出土であ

る。

36は 立会調査出土の肥前系磁器染付碗である。復元 口径約8cmを 測 る。外面のみ染付を施す。

37～42は 立会調査出土の瓦である。

37～40は 軒丸瓦である。37、38は 右巻 きの 巴文であ り、珠文 は小 さく少 ない。40は 左巻 き三 巴

文であ り、珠文は大 きく密に配置される。39は 周縁 と珠文のみの残存ではあるが、割面か らは左
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巻巴文 と見 られ る。

41は 軒平瓦である。瓦当中央に唐草文を施 し、側面、凹面、顎部は丁寧なナデを施す。凸面は

未調整である。瓦当 と平瓦の接合 は不 明。

42は 平瓦である。凹面には布 目、凸面 には粗い縄 目叩き痕が付 く。厚み約2を 測 る。中世の も

のはこれ1例 であり、混入の可能性は高 い。だが、摩滅等は無 く、中世寺院等の存在を完全 に否

定で きるもので もないので、遺物の位置付けは今後の課題 としたい。

4.ま と め

今回の発掘調査は限 られた条件の中での ものであ り、確認 した遺構等の評価、歴史的位置付け

も本調査のみでは困難な ものである。 しか し、従前不 明であった幾っかの点が今回明 らかとなり、

今後の調査 に対す る指標 とな る成果が得 られたと考える。

市立北小学校敷地を含め、願泉寺 旧境 内を対象 とした調査は非常に限 られる。そのような状況

下 において、今回旧境内のほぼ中央部にあたる地点 に調査区を設定、調査実施 した ことの意義は

大 きい と考える。調査前の予想で1ヰ、寺内を支配 した ト半役所の遺構が発見で きると考え られた。

結果的には、明治期に解体された役所の一部 と見 られ る建物礎石を調査区上層部分で発見 した も

のの、 そのプラ ンや性格を明 らかす ることはで きなか った。 また、時代的にも幕末以前に遡 るも

のではな く、役所跡の確認 とい う点では充分な ものではない。現状では、調査地 は幕末以前中庭

程度 の利用が想定で きるのみである。土層等の観察か らは、火災、建物改築等の痕跡はな く、一

見す るとほとんど利用がなっかた状況を呈 している。調査地が幕末以前建物のない地点だと して

も、近接 して建物等が存在 している訳であ り、これだけ何 の痕跡 もない状況は、火災、改築 はほ

とん どな く、長期 に渡 り建物等が維持 された と見 るべ きである。幕末期、調査地 に建設 された経

緯 について調査成果か らは判断できないが、増築によ り役所の規模が拡大 された と考え られ る。

この点につ いては、拡大だけではな く、移設 も含め、今後文書調査によって手がか りを得たい。

本調査の最 も重要 な成果 は大幅な整地層を確認 したことである。極限 られた調査区であるため、

その分布範囲や整地 のプロセスを明 らかにで きず、また、遺物の出土 も限 られ るため、整地層の

成立年代等 にっ いて断定はで きない。 しか し、境内外の近接地にて実施 した発掘調査では、今回

のような砂、 シル ト層は確認で きず、段丘上にこれだけの層が自然堆積す ることは考え られない。

境内のみで確認で きるこれ らは整地層 と断定で き、願泉寺建築にあたっての整地であることは確

実である。先に寛文3年 の現本堂建設時の ものと推定 したが、記録、現本堂 との位置関係等か ら

の類推であ り断定は不可能である。調査成果か らはそれ以後の可能性は否定で きるものの、それ

以前 に遡 る可能性 は否定で きない。

願泉寺に残 る文書 には数回の改築が記録 されている。確認 されて いる中で、確実であ るとされ

るもの は慶長3年(1598)と 寛文3年 である。記録 はあ るものの、前者か ら後者への改築に伴 う配

置等 の変更は明確で はな く、絵図や具体的な記載がない記録 と発掘調査で確認 した具体的な整地

状況 とを直接比較す ることは資料 レベルか ら無理があ る。 この点について も今後の調査進展 に期

待 したい。
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IV堀 遺 跡(97-14HR)の 調 査

1.位 置と環境(図8)

堀遺跡 は貝塚 市と岸和田市との境を流れる津田川左岸の中位段丘上 に位置 し、海抜5～10mを

測 る。

調査地 は中位段丘端部の海抜約10mを 測 る地点であ る。

堀遺跡は古墳 時代か ら室町時代にかけての集落跡 と推定 されている。

本遺跡は過去2回 の調査をお こな っている。第1次 調査は昭和61年 度、第2次 調査 は昭和63年

度にそれぞれ本調査区の東側 に接す る位置で調査 を実施 し、調査面積 は1290㎡ であ る。

過去の調査では、古墳時代 中期に位置づ け られ る竪穴住居跡を計7棟 検出 してい る。その ほか

飛鳥時代の柱穴、溝、平安時代の掘立柱建物、土坑な どを検出 している。

周辺の遺跡は西側に津 田遺跡があ る。幕末か ら明治期にかけて操業されていた陶器窯が築かれ

ていた とされている場所である。陶器類、窯道具、未製品が多数出土 している。東側 には平安時

代か ら近世 にかけての集落跡である小瀬遺跡、津田川右岸には弥生 ・古墳時代、中世の集落跡で

ある小瀬五所山遺跡、また弥生中期か ら古墳時代 にかけて集落が形成 されていたと考え られ る土

生遺跡があ り、発掘調査 によって同時期の遺物が多数出土 している。

2.調 査の概要(図9、10)

調査 は建築計画 に基づ き、面積534㎡ を調査 区 として設定 した。調査区は国家座標値X-一

図8堀 遺跡調査地位置図
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172160・Y=-58005を 基 準 に して5m×5mに 区画 し、 西 に8区 を設 け(1～8)、 南 に9区

を 設 け た(A～1)。 調 査 区 の約3分 の2が 埋 設 物 に よ って 撹乱 を うけて い た。 調 査 区 の南 側

(F-6・7、G-4一 ブ、H-5-7、1-6・7)は 排水 管 な どの埋 設 物 の影響 を うけなが らも包 含

層が 認 め られ 、 この 部分 を対 象 に調査 をお こな った。

基本 層 序 は第1層 は盛 土(層 厚0.4m)、 第2層 は現代 耕作 土(層 厚0.1m)、 第3層 は灰 黄

色 砂質 土(層 厚0.2m)、 第4層 は暗灰 黄 色土(層 厚0.1m)第5層 は褐 灰 色粘 質土(層 厚0.3

m)が 堆 積 して い る。 第6層 は暗灰 黄色 砂 質土(0.1m)、 第7層 は灰黄 色粘 質 土で あ る。調 査

は第7層 まで お こな った。 調査 区東 側(G-5の 一 部、H-5、H-6の 一 部 、1-6)の 北 東方 向に の

び る排 水 管 に伴 う撹乱 を境 に して土 層 が異 な る。(排 水 管 よ り西 側 が第5層 、東 側が 第6層 とす

る)撹 乱 によ って 層 の変 わ り目を確 認す る こ とが で きな か った。 第3層 は土 師器(杯 、椀 、 高杯 、

甕、 峭壼)、 瓦器(椀 、甕 、 す り鉢)、 須 恵器(杯 、 蓋 、甕 、壺 、 蛸壺)、 青磁 椀 の各破 片 が 出

土 し、 時期 は中世 後半 と考 え られ る。 第4層 は土 師器(小 皿 、高 杯 、壷 、甕 、土 釜 、土錘)、 瓦

器 椀 、須 恵 器(杯 、 蓋 、鉢 、 壼)の 各 破 片 が 出 土 し、 中世 前 半 と考 え られ る。第5層 は土 師 器

(高 杯 、壷 、 甕 、椀 、土錘)、 須 恵器(杯 ・蓋 ・甕 、蛸 壺)の 各 破 片が 出土 し、平安 時代 と考 え

られ る。

3.検 出遺 構(図11)

今 回の調 査 で は第4層 か ら第7層 の各上 面(第5層 、 第6層 の上 面 は第2遺 構 面 で遺 構 を検 出

した)、 計3面 の遺 構面 を確 認 した。

図9堀 遺跡調査区地区割図
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図10堀 遺 跡調 査 区西 壁 土層 図

第1遺 構 面で は鋤 溝、 溝、 土坑 、 第2遺 構 面 で は平 行 す る2条 の溝 、柱 穴、 溝、 第3遺 構 面 で

は溝 、柱 穴 を検 出 して い る。

以 下第2・3遺 構面 を中心 に記 述 す る。

第2遺 構面

第5層 褐 灰色 粘質 土層 上面 で 確認 を お こな った 。遺 構 面 は東 か ら西方 向に4～7cmほ ど傾 斜 し

て い る。

SK-501(図 版14)

H-5区 で検 出 した柱 穴 で あ る。 長 軸0.9m、 短 軸0.7m、 深 さ約0.3mを 測 る。 埋土 は黒褐

色 砂 質土 で あ る。平 面形 状 は不 整 隅丸方 形 を呈 す 。断 面 観察 によ り柱 痕跡 を確 認 した。遺 物 は土

師器 、須 恵 器甕 の各 破片 が 出土 した。 ま た この柱 穴 は検 出長1.3m、 幅0.5～0.9m、 深 さ0.08

mを 測 るSD-503を 切 って い る。

SK-502(図 版14)

H- .5区 で検 出 した柱 穴 であ る。 一辺 約0.5m、 深 さ0.24mを 測 る。 埋土 は黒褐 色砂質 土 で炭

化 物 を含 む 。平 面形状 は隅丸 方形 を 呈す 。 断面 観察 によ り柱痕 跡 を確 認 した。 遺物 は土 師器 峭壺

・須恵 器 の各破 片が 出土 した。

SK-501、SK-502は 位 置、 埋土 の状 況 か ら対 応 す る柱 穴 と考 え られ る。

SK-503

H-6区 で検 出 した柱 穴 で あ る。 一辺 約0.5m、 深 さ約0.12mを 測 る。埋 土 は黒 褐色砂 質 土で

炭 化物 を含 む。 平面 形状 は撹 乱 に よ って削 られ て い るが 隅丸方 形で あ ると考 え られ る。 断面 観察

によ り柱 痕跡 を確認 した。遺 物 は土 師器 、須 恵 器甕 の各破 片が 出土 した。

これ ら柱 穴の 時期 は9世 紀 以 降 と考 え られ る。

SD-501

H・G-7区 で検 出 した溝 で あ る。検 出長 約5m、 幅1.3～1.4m、 深 さ0.04～0.1mを 測 る。
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図11.堀 遺跡 遺 構配 置 図
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断面形状は浅いU字 形を呈す。埋土 は灰黄褐色土であ る。方位は座標北 に対 して10° 東に振 った

方向である。溝底部比高はほとん どなかったがSD-502の 底部比高か ら水 は南か ら北へ と流れ

ていたと考え られ る。遺物 は土師器壺 ・甕、瓦器椀、須恵器甕 ・杯 ・蓋(図 版3-8)の 各破片

が出土 した。時期は鎌倉時代 と考え られる。

SD-502

G・H-7区 で検 出 した溝である。検 出長約10m、 幅0.5～ 〇二9m、 深 さ0.04～0.09mを 測 る。

断面形状 は浅いU字 形を呈す。埋土 は褐灰色土である。出土遺物 は土師器甕 ・土錘、須恵器杯蓋

・甕、瓦器椀 の各破片が出土 した。溝底部比高 は南か ら北方向にわずかに0.03mを 測 るが、水 は

南か ら北方向に流れていたと考え られる。またこれ らの溝は平行に走 った状況で検 出 しているが、

第1遺 構面でSD-502の 一部を検出 していることか らSD-501が 先行 していた と考え られる。

時期は鎌倉時代 と考え られ る。

第3遺 構面

第6層 灰黄色粘質土上面で確認をおこな った。遺構面は東か ら西方向に0.15m傾 斜す る。調査

区東側 の北東方向にのびる排水管に伴 う撹乱を境 に して遺構の埋土が異 なる。おそ らくこの付近

で層の変わ り目があった もの と推測 され るが、撹乱のため確認はで きなか った。

SD-601(図 版15)

G-6区 を中心 に検 出 した溝であ る。検 出長南北約9m、 東西約3m、 深 さ0.4～0.6mを 測

る。埋土 は黒褐色粘土 とにぶい黄橙色粘土が ブロック状 に堆積す る。溝の埋土が粘土層を申心に

堆積 してい ることか ら水流 はほとん どな く滞水 した状態であったと考 え られ る。また埋土が ブロ

ック状 に堆積 していることか ら人為的に埋め られた可能性がある。

遺物 は土師器壺 ・甕 ・杯 ・小型鉢(図 版17-44)・ 高杯(図 版17-45～47)、 須恵器杯 ・蓋 ・

甕 ・壷 の各破片が出土 し、溝下層部か ら土師器小型壼片 ・高杯片が出土 した。 また土師質棒状有

孔沈子(図 版17-48)、 須恵質蛸壺などの漁撈具が出土 した。

本溝 は出土遺物か ら7世 紀後半 に埋没 した もの と考え られる。溝下層部か ら土師器高杯片が出

土 しているが、 これ は溝の掘削時に古墳時代の集落跡の一部を削平 したため と考え られ、調査区

西方向にも集落が広が っていた可能性 を示す資料であ る。

SD-601-1

G-5区 で検出 した溝であ る。検出長2.3m、 幅0.65～0.85m、 深 さ0.3～0.41mを 測 る。埋

土 は灰黄褐色砂質土である。断面形状は逆台形を呈す。遺物は土師器片が 出土 した。堆積状況 は

溝の左右か ら次第に埋没 してい く。溝下層は砂質土が堆積する。

本溝 はSD-601に よ って切 られていることか ら、時期 は飛鳥時代以前 と考え られ る。

SD-602(図 版16)

H-5・6区 で検 出 した溝であ る。検 出長約3.6m、 幅約0.44m、 深 さ0.07～0.16mを 測 る。

埋土はにぶい黄褐色砂質土である。断面形状 は逆台形を呈す。方位 は座標北に対 して25° 東 に振

った方 向である。遺物 は土師器甕 ・杯、須恵器甕 ・峭壺(図 版17-49)の 各破片が出土 した。
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検 出 した 位 置 関係 か ら昭和63年 度 調 査 で 検 出 したSD-101と 対 応 す る と考 え られ る。SD

-101は 検 出長 約38m 、 幅約1.6m、 深 さ0.2～0.37mを 測 る。 遺物 は土 師 器甕 、須 恵 器壺 ・高

杯脚 部 ・杯 身 な どが 出土 した。Sm602は 調 査 区 南 西部 か ら北 東 方 向 に 向 か い、SD-101

へ とっ なが り、 調 査 区外 に のび る。 また 水 は西 か ら南東 方 向 に流 れ て いた と考 え られ、 底部 比高

は0.13mを 測 る。 方 位 は座 標 北 に対 して50° 西 に振 った方 向で あ る。 時期 は飛鳥 時代 と考え られ

る。

SK-601

H-6区 で検 出 した柱 穴 であ る。長 軸0.74m、 短 軸0.56m、 深 さ0.27mを 測 る。 平面 形状 は長

方 形を 呈す 。埋 土 は黄褐 色砂 質土 で あ る。遺 物 は土 師器 甕 、須 恵器 甕 の各破 片 が 出土 した。 時期

はSD-602と 同 じ埋 土 で あ る ことか ら飛 鳥 時代 と考 え られ る。

SK-602

H-7区 で 検 出 した柱 穴 で あ る。 長軸0.5m、 短 軸0.42m、 深 さ0.06mを 測 る。 平面 形状 は方

形 を呈 す 。埋 土 は黒 褐 色粘質 土 で あ る。 遺 物 は出土 しなか った。周 囲 の状況 、SD-601と 同 じ

埋 土 で あ る こ とか ら時 期 は飛 鳥 時代 と考 え られ る。

Pit-607

G-5区 で検 出 した土坑 で あ る。 直径0.7m、 深 さ0.18mを 測 る。撹 乱 に よ って 削 られ て い る

が 平面 形 状 は 円形 と考 え られ る。埋 土 は黒 褐色 粘質 土 で あ る。 遺物 は土 師器 小 型丸 底壺 片(図 版

17-43)が 出土 して い るが周 囲の遺 構 の状 況 か ら時期 は平 安 時代 と考 え られ る。

4.出 土遺 物(図 版17)

第3・4層 か らは土 師器 、須 恵器 、瓦 器 な どの 中世以 降 の遺 物が 出土 して い る。 第5層 で は土

師器、 須 恵器 な ど平 安 時代 の遺 物が 出土 し、遺 構 内か らは古墳 時代 の遺 物が 出土す る ものが あ る。

Pit-607

43は 土 師器 小 型丸 底 壺体 部で あ る。残 存 器高4.8cm、 器 厚0.7cmを 測 る。 体 部 はや や上方 に張

りを もつ球 形 を 呈す 。外 面 に は黒斑 が み られ る。 内外面 はナ デ調整 、 内面底 部 は指 圧痕 が残 る。

SD-601

44は 土 師器 小 型鉢 で あ る。復 元 口径12.2cm、 器 高4.8cm、 器 厚0.4cm、 底 部 器厚0.7cmを 測 る。

形 状 は半球 形 で 口縁 部 はわ ずか に外 反す る。45は 土 師 器高 杯 の杯部 で あ る。 復 元 口径15.2cm、 器

厚0.5cmを 測 る。杯 部 はや や外 反 しなが ら外上 方 にの び る。杯 部 と脚部 の接 合 は突 起接 合法 で あ

る。 口縁 内外 面 は ヨコナデ 、体 部 内外面 はナ デ調 整を お こな う。46・47は 土 師 器高 杯片 で あ る。

46は 高 杯脚 部 で残 存 器 高6cm、 器厚1.1cmを 測 る。胎土 は0.1cm程 度 の砂粒 を 多 く含 む。47は 残

存 器高7.2cm、 復 元 脚部 底部 直径12cm、 脚 部器厚0.7cm・ 脚端 部0.5cmを 測 る。脚 部 はや や胴 が

張 り、 外下 方 にゆ るや か にの び る。外 面 は刷 毛 目調 整 で あ る。胎 土 は0.1cm程 度 の砂粒 を含 む。

48は 土 師質 棒 状 有孔 沈子 で あ る。 残存 長6.8cm、 器 厚1.2cm、 孔径7cmを 測 る。 円筒状 を呈 し、

土錘 両側 に穿 孔 を有 す る。穿 孔部 分 の面 は片 面 は平 らに もう一方 は凹状 に施 して い る。手 つ くね

成形 の後 、 ナデ調 整 を お こな う。
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SD-602

49は 須 恵質峭壺釣手部であ る。器厚0 .7cmを 測る。釣手部 は円形で孔径1.2cmを 測る。マキア

ゲ、 ミズ ビキ成形。釣手部貼付後、指ナデ。穿孔後オ リコ ミ手法。

SD-501

50は 須恵器杯である。 口縁部器厚0.3cm、 底部器厚0 .8cmを 測 る。口縁部は外上方にのび、底

部 はほぼ平 らである。

5.ま と め

堀遺跡か らは古墳時代か ら中世 にかけての遺構 ・遺物を確認 している。過去の調査 も含めて各

時代 ごとにまとめてみたい。

古墳時代

本調査区か らは今回古墳時代の明確な遺構は確認で きなかった。

過去2回 の調査では古墳時代中期の竪穴住居跡を計7棟 を検出 している(註1)。 竪穴住居跡

はいずれ も方形 プランである。カマ ドの施設 はな く、中央や壁寄 りに炉穴を設けて いる。掘立柱

建物などの施設 は認め られない。また須恵器を伴わない ことか ら中期以降集落は継続 されず、短

い周期 で建て替えが行われていた と推測 される。

竪穴住居は2棟1組 で構成 されている。 この うちSB-101・102、SB-3は 重複 している。

2棟1組 で検出され る住居のうち、SB-2(約20㎡)・SB-4(約20 .25㎡)とSm101

(16.36㎡)・SB-3拡 張前(14.36㎡)の 建物面積 はほぼ同規模である。 しか し、SB-102

(12.25～16㎡)《SB-101と 重複》、SB-3拡 張後(約24 .48㎡)で 建物面積 は異 なる。 こ

れ らの住居の変遷時期は不明である。 このことか ら堀集落はある程度 の制約をもっていた と考え

られ る。 しか し、SB-102、SB-3拡 張後 の住居が営まれていた時期 はこうした制約は弱ま

っていた と考え られ る。

貝塚 市内では堀集落 と同時期の集落跡 は認め られず、5世 紀末葉 の集落跡 として石才南遺跡が

ある。同遺跡か らは竪穴住居、掘立柱建物などの遺構を検出 している。竪穴住居か ら掘立柱建物

への移行、変遷の時期 は5世 紀末葉か ら6世 紀前半にかけて とみ られている(註2)
。

堀遺跡か ら検出 した集落跡は竪穴住居か ら掘立柱建物へ と変遷す る前段階の集落 として位置づ

けられ る。(註3)

飛鳥時代

堀遺跡 において掘立柱建物を中心 とする集落が形成 されるのは飛鳥時代か らと考 えられ る(註

4)。 しか し、本調査区 も含めて柱穴は多数検 出されているが建物の構成 は不明である。柱穴は

調査区の南西部 に集中 してお り、集落はさ らに南方 向に広が っていたと推測される。

第3遺 構面で検 出 したSD-601は 水だめ的な性格があった と考え られ、遺構 の西側に耕作地

が広が っていた もの と推測される。

本調査区検出のSD-601・602か らは土錘、峭壺の漁撈具が出土 している。 また昭和61年 度

の調査ではSD-1か ら7世 紀の須恵質峭壺が100点 以上出土 している。 これ らは溝の上部の出
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土であ り、溝内5ケ 所か ら20～30個 単位で折 り重 なるような出土状況であ った(註5)。 蛸壺は

市内の海浜部の遺跡(脇 浜遺跡など)を 中心に出土する。また加治 ・神前 ・畠中遺跡 のような市

内内陸部か らも出土 してお り、各時代 を通 して蛸壼漁が盛んにおこなわれている。

平安時代

SD-601埋 没後、調査区か ら平安時代の遺物が多数出土 していることか ら、 この時期が集落

の最盛期であった と考 え られる。本調査区か ら柱穴を3基 検 出 して いるが、建物プランを検 出す

るには至 らなか った。昭和63年 度の調査で2問 ×2間 の掘立柱建物(SB-201)を 検 出 し、ま

た建物 の全体の規模 は不明であるが、平行 してな らぶ柱穴がい くっか認め られ る。 これ らの柱穴

は調査 区南西側に集中 して認め られ、飛鳥時代同様 に集落は南方 向に広が っていたと推測 されて

いる。 また遺構の検出状況か ら本調査区が集落居住域の西限であ った と考え られる。 これ らの柱

穴 は9世 紀か ら10世 紀にか けての時期 と推定 され る。

中世

中世 ごろに土地の利用形態が集落地か ら耕作地へ と大 き く変化す る。検出す る柱穴の数 は少な

くな り、それに代わって第1遺 構面か らは鋤溝 と考え られ る小溝が検出されるようにな り、また

溝(Sm501・502)は 耕作地に伴 う水路 と考え られ る。

本調査区か らも中世以降の集落に伴 う遺構は検出されてお らず、おそ らく集落は移動 し、調査

区近辺の土地は耕作地化 した と考え られる。

中世以降 につ いては包含層が削平 されているため詳細 は不明であるが、その後 も継続 して耕作

地 として利用 されたと考え られる。

(註1)貝 塚 市教育委員会r貝 塚市遺跡群発掘調査概要X[』 貝塚 市埋蔵文化財調査報告第18集

1989年

(註2)大 阪府埋蔵文化財協会r石 才南遺跡発掘調査概要』1988年

(註3)畠 中遺跡にっいて 本市に所在す る加治 ・神前 ・畠中遺跡では古墳時代後期の竪穴住

居が検 出されている。竪穴住居は計6棟 検出されている。検 出された竪穴住居の平面 プ

ラ ンは方形であ り、また4棟 にはカマ ドが設置されてあった。周辺地域では竪穴住居か

ら掘立柱建物へ と移行 し、掘立柱建物を採用す る集団が存在す る一方で竪穴住居で の生

活習慣を継承す る集団 も存在 していた と考え られる。

大阪府埋蔵文化財協会r畠 中遺跡発掘調査概要』1986年

(註4)(註1)と 同文献

(註5)(註1)と 同文献
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V貝 塚 寺 内町遺跡(97-15JN)の 調 査

1.位 置 と環境(図12)

今回の調査 は貝塚寺内町遺跡の一角、西町565-7で ある。貝塚寺内町遺跡は、中心寺院で

ある願泉寺の位置す る段丘上 と海岸部で砂堆部に分 けることがで きる。今回調査を行 った西町は

砂堆積の広が る集落地点であると考え られる。本調査地は海岸部で あり海運業 も盛んであ り、南

西方向には南町、そ して寺内町に近接 し江戸時代後半 に繁栄 した新 町、脇浜 と続 く紀州街道が通

る交通の要衝であ り、商業的 な側面を兼ね備え ていると考え られる地域である。

2.調 査の概要(図13、14)

調査は平成9年4月14日 に約5㎡ 試掘坑を設定 し、調査を実施 した。試掘調査の結果、良好 な

状態で遺構が存在することが明 らかにな り、平成9年7月14日 ～7月22日 にかけて開発計画に基

づいて開発によって破壊を受ける部分(基 礎部分)に ついて、67㎡ の調査区を設定 し、発掘調査

を実施 した。調査区は第1区 か ら第3区 までの3カ 所 を設定 して行なった。

調査区の地層の状況 は、調査前の植木等の影響を多分に受 けていたが、腐植土層約0.2m、 以

下遺構が切 り合 っている部分 と遺物を含む層(遺 物包含層)が0.4m以 上堆積 してお り良好 な状

態であ った。遺物包含層 は主に砂質で、 自然層 はオ リーブ褐色砂である。

遺構面 は基本的に自然層の上面で各地区1面 のみの調査 となったが、一部では自然層まで達 し

ていない地区も存在す る。 ∬

図12貝 塚寺内町遺跡調 査地位置図
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3.検 出遺構(図13、 図版18～21)

各調査区において良好な状態で遺構を検 出す ることがで きた。調査範囲が限 られているためほ

とん どの遺構が調査区外 に広が り詳 しい規模が確認で きなかった。第2区 については石組の範 囲

確認 のため調査区の拡張を行 なってい る。以下、各調査区にっ いて概要 を説明す る。

第1区

遺構は比較的上部のみに しか存在 していなか った。約0.4m掘 削 した時点で石組 み遺構を2カ

所、土坑を2カ 所を検出 した。

石組1

長 さ約2mに わた って約0.4m大 の石を並べており石 の上面が平 らで高さもほぼ同 じであ るこ

とか ら建物の基礎 と して砂地の地盤に石 を置 き並べた ものと考え られ る。

石組2

長 さ0.7m以 上の長細い石を置いてい る。比較的浅い部分で検出 してお り、 もともと基礎石 と

して いたものを集めて廃棄 した可能性が考え られ る。

土坑1

一時 的に廃棄を行 った土坑 と考え られ る。土坑2を 破壊 してお りガラス ビンや瓦が出土 してい

ることか ら、明治時代 ごろの遺構 と考え られ る。

図13貝 塚寺 内町遺跡調査区配置図
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1.オ リ ー ブ褐 色 土(2.5Y4/3)11.暗 オ リ ー ブ褐 色 砂 質 土(2.5Y3/3)

2.暗 灰 黄 色 砂(2.5Y4/2) .12暗 オ リー ブ褐 色 砂 質t(2.5Y3/3)
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4.黄 褐 色 租 砂(2.5Y5/3)14.に ぶ い黄 色 粗 砂(2.5Y6/4)

5.暗 灰 黄 色 砂 質 土(25Y4/2)15.暗 オ リー ブ褐 色 土(2.5Y3/3)

6.黒 褐 色 砂 質 土(2.5Y3/2)16.暗 オ リー ブ褐 色 土(2.5Y3/3)

了.暗 灰 黄 色 砂(2:5Y4/2)17.暗 オ リー ブ褐 色 土(2.5Y3/3)

8.暗 灰 黄 色 砂(2.5Y4/2)18.暗 オ リー ブ褐 色 土(2.5Y3/3)
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25.暗 灰 黄 色 砂(2.5Y4/2)
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28。 オ リー ブ 褐 色 砂(2.5Y4/4)

zs.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.
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オ リー ブ褐 色 土(2.5Y4/3)

暗灰 黄 色 土(2.5Y4/2)

黄 灰 色 礫(2.5Y5/1)

オ リー ブ褐 色 土(2.5Y4/3)

オ リー ブ褐 色 砂(2.5Y4/4)

3了.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

aa.

黄褐色砂

オ リーブ褐色土

オ リーブ褐色砂

オ リーブ褐色土

オ リーブ褐色砂

黒褐色土

暗オ リーブ褐色 土

(2.5Y5/3)

(2.5Y4/3)

(2.5Y4/3)

(2.5Y4/3)

(2.5Y4/4)

(2.5Y3/t)

(2.5Y4/4)

暗オ リーブ褐色 粗砂(2.5Y4/3)

45.

46.

4了.

48.

49.

暗灰黄色 土(2.5Y4/2)

暗灰 黄色砂(2.5Y4/2)

オ リーブ褐色土(2.5Y4/3)

オ リーブ褐色砂(2,5Y4/3)

黒褐色土(2.5Y3/2)
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1m
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50.暗 灰 黄 色 土(2,5Y5/2)59.盛 土 『68.オ リー ブ 褐 色 砂(2.5Y4/3)

51.黒 褐 色 土(2.5Y3/2)60.オ リー ブ 黒 色 土(5Y3/2)69.オ リー ブ 褐 色 砂(2.5Y4/4)

52.黄 褐 色 土(2.5Y5/3)61.黄 褐 色 土(2.5Y5/3)

53.明 黄 褐 色 土(2.5Y6/6)62.暗 灰 黄 色 土(2.5Y4/2)

54.黄 褐 色 土(2.5Y5/4)63.盛 土.

55.に ぶ い黄 色 砂(2.5Y6/4)64.黄 褐 色 土(2.5Y5/4)

56.暗 灰 黄 色 土 ・(2.5Y4/2)65.黄 褐 色 土(2,5Y5/4)

5了.黄 褐 色 砂(2.5Y5/4)66.オ リー ブ 褐 色 砂(2.5Y4/3)

58.オ リー ブ褐 色 砂(2.5Y4/3)6Y .暗 灰 黄 色 土(2.5Y5/2)

図14貝 塚寺 内町遺跡土層断面図
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土坑2

深 さ約0.2mを 測 る。周 りに瓦を立ててお り瓦の外側にはスサ入 り土を置 き、瓦を固定 してい

る。用途不明。土坑 の時期は埋土が上部の表土 に近いことか ら明治時代 の ものと考え られ る。

第2区

調査 区北西部 において石組遺構3カ 所 を検出 した。

石組3

3列 の石組があ り中央部の1列 は基礎 として石を並べたもので、両側の2列 の上部に築かれて

おり両側の2列 より新 しいと考え られ る。両側 の2列 の石組 みは平行 してお り、3層 以上積み上

げ られ た石組の面はそろ っており、2列 の石組 は溝であ った可能性が高い。

石組4

石組3の 東南方向に連なる石組 で石組3の 下層 に位置す る石組みであ る。石組5を 壊 して石を

設置 してい る状況を確認 した。

石組5

幅約0.7mの 溝状 に掘 った所に2層 の石を積んでいる。地盤 は砂地であるが よ くしま ってお り、

基礎の石組 として築 いた もの と思われ る。遺構 の時代 は江戸 時代後半 ごろと推定 され る。

第3区

調査 区南側で土坑1カ 所を検出 した。

土坑3

直径約1m、 深 さ約0.5mを 測 り、穴 の中には巻貝製のイイダコ壺が詰 まった状態で多数出土

した廃棄土坑であ る。廃 棄時には貝 に開けた穴 に ヒモを通 した状態で廃 棄 した もの と推測 され、

ヒモは腐食により消失 し、貝だけが残 った。時代 は江戸時代後半 と考え られ る。

4.ま と め

今回の調査で は各調査 区において良好な状態で遺構を検出 した ことは大 きな成果であ った。特

に第1区 、第2区 で検出 した石組 は平行 または直交す るもので現在の道路 とは若干方向が異なる

可能性がある。 これ らの石組か ら、当時の土地区画や建物の方向を推定す ることがで きるととも

に、地盤が砂地の本地域 に建物を建てる際の工夫がみ られ る。基礎 と して石を並べることによっ

て建物の沈下を防 ぎ安定させた りまたどのよ うな技術において開発 されて行 った資料 として重要

な発見であると言え る。 出土遺物 は瓦が多 く陶磁器が少な く、その時期 も上部の遺構が幕末か ら

明治、深い地点の石組みなどは18世 紀後半 と考え られ る遺物が出土 している。遺物 出土量は周辺

部の出土に比べかな り少 なく、磁器染付を中心 とす る茶碗などが出土す るものの、人々が生活を

していた場所 とい うよりは蔵などの建物があ った と考え らる。遺構の検 出状況か ら基礎 とな る石

組が並ぶ第1区 、第2区 部分に建物、第3区 は前庭あ るいは作業スペースのよ うな施設であ った

と考え られる。貝塚寺内町遺跡の 中で も海側 の部分 は近年、住宅の建て替えや共同住宅の建設 に

伴 う発掘調査が増加 している地区であ り、少 しずっではあ るが成果の蓄積がなされて来てい る。

今回の調査の成果 とあわせて寺内町の歴史 を考えてい く必要があ る。
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1・ 調査 区全景 東 よ り

2.同 上 西 よ り
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1.Pit-105西 よ り

2.同 上 東 よ り
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1.第1区 全 景 南 西 よ り

2.第1区 堆 積状況 北西 よ り
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1.第2区 全景 北西 よ り

2.第2区 堆積 状況 北東 よ り
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1.調 査 区南側 第2遺 構面 東 よ り

2.調 査区南側 第3遺 構図 東 よ り
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1.SD-501、502検 出 状 況 南 よ り

2.SD-501、502完 掘 状 況 南 よ り
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1.SD-601検 出状 況 南 よ り

2.SD-601完 掘 状 況 南 よ り



図
版

16

堀

遺

跡

1.SD-602検 出状 況 東 よ り

2.SD-602完 掘 状 況 東 よ り
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Pit-607(43)、sD-601(44～48)、sD-602(49)、sD-501(50)出 土 遺 物



図
版
18

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

1.第1区 土 坑1、 土 坑2、 石 組1、 石 組2南 東 よ り

2.第1区 土 坑2、 石 組1北 西 よ り



図
版

19

貝
塚
寺

内

町
遺
跡

1.第2区 全景 北西 よ り

2.同 上 南 東 よ り
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1.第2区 石 組3南 東 よ り

2.同 上 北 西 よ り



図
版
21

貝
塚
寺
内
町
遺
跡

1.第2区 石 組4、 石組5北 西 よ り

2.同 上 南 西 よ り



報 告 書 抄 録

ふ り が な かいつかし い せきぐんはっくっちょうさがいよう

書"名 貝塚市遺跡群発掘調査概要

副 書 名

巻 次 20

シ リ ー ズ 名 貝塚市埋蔵文化財調査報告

シ リー ズ 番 号 第46集

編 著 者 名 前川 浩一、三浦 基、上野 裕子、木嶋 崇晴

編 集 機 関 貝塚市教育委員会

所 在 地 x597-8585大 阪府貝塚 市畠中1丁 目17番1号TELO724(23)2151

発 行 年 月 日 西暦1998年3月31日

ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調 査 期間
調査面積

2
m
調査原因

市町村
遺跡

番号

かいつかじないちょう

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
こ ぎ

近木

27208 22 34度

26分

135度

22分

1997.2.19 iao 下 水 道

さわ おい の つか

沢 老 ノ 塚
い せき

遺跡

おおさかふ かいつかし さわ

大阪府貝塚市沢
一

27208 96 34度

26分

135度

21分

1996.3.11

1996.3.13

82.5 住宅建替

かいつかじないちょう

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいつかし なか

大阪府貝塚市中 27208 22 34度

26分

135度

22分

1997.5.22

1997.5.26

14 住宅建替

ほり い せき

堀 遺 跡
おおさかふ かいつかし ほり

大阪府貝塚市堀 27208 20 34度

26分

135度

22分

1997.6.26

1997.9.3

534 事 務 所

かいつかじないちょう

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
にしまち

西町

27208 22 34度

26分

135度

22分

1997.7.14

1997.7.22

76 住宅建替

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な遺構 主 な 遺 物 特記事項

貝塚寺内町遺跡 城 郭 寺 院 近世 土坑 陶磁器、和泉音羽焼

沢老ノ塚遺跡 集 落 跡 中世 溝、土坑 、建物 瓦器、 瓦

貝塚寺内町遺跡 城 郭 寺 院 近世 礎石 陶磁器、瓦

堀 遺 跡 集 落 跡 古代 ・中世 溝 土師器、須恵器、瓦器

貝塚寺内町遺跡 城 郭 寺 院 近世 土坑 陶磁器、瓦
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